
第三節 女子教育の組較

中国における女子救背は､外国のfi教師が中国で集約により､布教権を獲'f:qL､教会が設立した､

教会学校の 1つとして行われるようになった｡

アヘンtrJI以後､洋裁期にかけては､中国では､女子叔帯の必要を認めていなかったが､19世払l)

末までに､60校近くの女学校が設立されており､それは､それまで女子教育の枝関を持たなかったm

E削こ､大きな刺激となった｡

っいで､変法則になると､安啓超は､女子教-ffの必要を､次の4点におよそまとめている｡①

1､羽子は､利を生む人であり､女子は､利を分つ人であって､生産労働を行わず､分配を受け;i

だけである｡国を戦くし､民を宙ませるためには､女子に鞍菜を与える必要があり､そのため

には女子教育が先決である｡

2､｢才能のないのがL-3人の徒である｣という､従来の抽入掛 ま､問逢っている｡約人にも､古今

の歴史､世界の地理を知って､視野を広げ､職燕につくのを助けるような学問を施工せねばな

らない｡

3､西洋では､児茄教育の70̂'1セントは､母掛 こよって行われているといわれており､児立教-1!I

のためには､母軸数百､母媒教育のためには､如人数Iffが必要である｡

4､胎教がある｡西洋では､社兵をめざして､hrJ人に体操を数え､生れてくる児誼の伽掛 こ尉忠し

ている｡国を我くし､民族を鮎化させるためには､列女を教育すること､特に村人の学問をLC

すことから､はじめなければならないO

すなわち､緊啓軌 こよれは､苗国強兵のために､掃人の教習の必要が説かれている｡

今､これらの歴史を踏まえて､変法糊の女子教育を考える時､学会としては､女学会が､学豊とi,

ては､上海の中国女学生が考えられるが､ここでは､gI例研究として､女学生について述べて行く｡

耶一項 中国女学笠

はじめに

木小治では､変法運動における学堂の役割の一例として､中国女学生を取り上げる｡①

まず､中国女学生の改正の意図､設正場所を明らかにし､ついで､その捷能､参加者を明らかにし,

叔後にrP国女学塁の丑雀について言放して行きたい｡

1 中国女苧堂のJq立

まず､中国女学生の設置の意図について考察して行く｡

究啓超の ｢rLl.設女学生啓｣によれば､
▲

--･寮西の女学は､邦雄餅わせて朋 (ち)ちており､医を非とし､崇に課すのは､女師を中心
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としている｡絶域の俗にあるといっても､はるかに先王の適例のようであり､女学の功は､時に

盛んである｡外国から宣叔師が来ると､中国が苦しみに崩れていくのを低み､盛んに我学を迦て､

中国の児立の教育を求め､教会はいたる所､女塾と軌を接している｡それは､他人がまさに中国

人が苦しみに溺れているのを助けようとし､中国人は､自らに抱をしているようなものであり､L･

中国の敦である｡②

と述べており､外国では､女学が盛んであり女子の医者や､教育者がいる｡また宣教師が中国に来

ると教会と女鞄を祉てるというのである｡架啓軌 ま､椀けて､

甲午の別を受けて､(中Eglは)兼く学を興すのを知るようになり学校の謡が､朝廷でJIまり､

学校の所在地は都会にJRまったが､中国の朝廷の大恥 ま､一般の子女や良家の子女には及ばなし｡

婦人に速はないのはつとめて泌 fないというのではなく兼だ､この粥屑の印をする暇がないのだ

ろうか｡また､扶岨抑桧の旧習は無いといっても､市才沓朝の遼図に昧いのである｡

だから同志の士は､この井に心を悼め､衆くの評程を糾合し､共に美挙をなさんとして上海に

学校を祉て､天下に旧えた｡③

と述べ､Er榊戟ttI以後､rll国においても学校の韻が起ったが､女学に迄は逆はなかったことが知ら

れる｡また､同志が､これに心をいため上海女学笠を興す美挙をなしたことが知られる｡梁啓超は､

更に授けて､

しかし､二千年の斬風を偏るい､二兆人が天伽 こ訴えるのを溢う恥 ま､力が孤徹だとい,て～

どうして巳めるIJTが山楽ようか｡タi女は､平等の柵利を持っており､米国が盛んとなったのは､

女学が流布したからであり､日本が強くなり､国を興し､民を智からしめたのは､ここに始まL)

ないのではない｡三代女学の盛は､どうして米､Elに遜する所があろうか｡過制は綿々として腐

り､流風は､まだうたかたとはなっていない｡だから前代の過税を役し､欧米の美制を採り､先

史の明訓にのっとり､保戒の遠謀を急ぐならば､海内の魁類がどうして汝民､土番の番う者を桐

すことが無かろうか｡人形のように苦しみに甫れ､どうして境目坐祝することを忍ぶことができ

ょぅか｡また一つの援助の手もないということがあろうか｡⑥

と述べており､EI米が､強国になったのも男女平等の権利にもとづ善女学が盛んになったからだと

見ている｡すなわち､女学を盛んにする背掛 こ粟啓超の芯国戦兵熊がうかがわれる｡

最後に

瑚濃さE<しみ､子孫を鉱するのは､其れも又仁である｡人の糞しむべき所は､有印を為すgTで

ある｡天下のgQ亡に､匹夫は更任をTfしており､凡人にして､これを明らかにし､推してこれを

広めるなら､これこそ苔が党にあるのだ｡⑤

と述べられており､仁を行い､天下を良くして行くのは､自分達凡人のfE任であることを戦調 して

いる｡

ついで､｢上海新設女学盟寒提｣の第 1粂立学の大君には､
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1 草堂を設けたのは､悉く吾が侶聖教に惑い､望中では至型先師の神位を供準するためである｡

また宗旨を井援して､三代の揃学の宏規を復活し､民智の張本が大いに開かれることを欲して

いるからである｡必ず婦人に自ら有している権利を柑させれば､風気が捗削ナ､名実柑別うであ

ろう｡だから豊中では一切､すなわち創始の桐肋からはじめて､提調､教習に及ぶまで首輪人

を用いて行わせるのである｡⑥
した●▲

とあり､女学掌の開設の恵既は､店掛 こ遵い､61人叔市をし､民智を開くことにあることがわかる｡

また､irJ人の自ら有している人格を認め､村人i･敏捷的に用いようとしている意欲が伺われる｡

女学堂の設故年代､投識場所については､｢女学生釆程附記｣に

この学生は､現に捷元音知府がその成就をすでに10月26日に決めて上海の商甘廟佐里盟に労偽

各を,Rめていたが､期日を改訂して明年 (1898)3月に落成し､初Ⅱに閑蛇する｡⑦

とあり､捷元首が中心と11り､上海に18弧年初)Zの開始をめざしていることが知られる｡

2 中国女学堂の槻能

津軽により､中国女草堂の機能について見て行く｡すなわち ｢紺 人tl車種｣｢招通学生輩提｣｢等

親｣｢定規｣｢学成出学規例｣｢桐例｣｢懲輩｣があるので､噸次検討して行く｡

｢桝郡人Lj章撞｣は5灸よりなり､まず2集には､

2 掌中に筋く教習4人を設ける｡申文と酉文各半分として哲辞kFJを延対してそれに司らせる｡

大むね､学生20人梅に中文､西文の教習を各 1人設ける｡･･-･･⑧

とあり､中文､西文の4人の準焔を教習とすることが知られる｡ついで第3集には､

3 宝中で蛙調 (TP筋長)2人を設ける｡中国人､外国約人 1名とし､みな学校に常駐して学生

の出入を世話し､豊中の女倭人等を取り締まる｡給料は適宜支給する｡⑨

とあり､中西2人の嫡人の串横長をdrうことが述べられている｡芽王4灸には､

4.里中に内灘IJft2人を設け､皆かって寄附をした婦人をこれに当てる｡主に旬E)学掛 こ来て学

科を考蓋し､捉調の世話を助け､一切を取り締る｡拾料は出さない｡⑩

とあり､茸!P12人は､寄附をしたgTのある婦人から採用するZPが知られる｡第5灸は､

5 空中に外光gr12人を設ける｡かって寄附をした人の子､若しくは､夫､兄弟をこれとする｡

主に外にあって､寄附埋めを捉倒し､教習､提刃を延聯し､学科を相談して定め､用皮等の 好

を考■する｡給料は出さない｡①

とあり､外光gF12人を選んで､寄附兜めや､蜜月､用肝の充足等を行おうとしたことが知られる｡

那6灸には､

6.豊中に司ZFF2人を設け､調子をこれに当て､主に鍛鉄の山人と室内外の切株をm L､外延

研により老成議惣蛸 を公択する｡会計のよくでさる者を之となし､給料を拾する｡⑳

とあり､朋子2名とし､金鉄を管理させている梯子が知られる｡
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｢招通学生茸提｣は5灸より成り､学生に関するqT項が取り扱われている｡7条には､

7.劉 Jには､しばらく､学生を40人招いて､その後､蛭か 甥 分になって来たら駈時柏広する｡⑬

とあり､叔初学生定LlはLIO名であ-)たことが知られる｡また､8､9集には､

8.学生は年を似る｡幼くとも8才以上であり､年長でも15才を過ぎないものとする｡

9.8才から11才に至る者では､必ず大略字を知っている者は､入学を許可する｡12才から15才の

者では必ず大略文法を知っている者で､価申な手紙の研ける省は入学を許可する｡定められた

時期を待って､刑 北 上に広く招来して､信実を示す｡④

とあり､8才から15才の者を字や文法､手枕の戦ける桂皮で撰別していたことや日和等に宣伝して

いたことがわかる｡第10条には､

10.片足は､中国娼女の帯菅である｡･-.･ここしばらくは､相談して､志があれば､来学者は､

すでに8I足しているとまだ書足をしていないとかを論じないで､一糾 こ収容する｡数年を待っ

てから以後は初めて制限を画定して､凡そ蕪足音は､皆入学を受け入れない｡⑬

とあり､やがては､#足をしている者が入学できないgTを明らかにしている｡第11条には､

11立学の意は､平等を専ぶことを獲しいとしている｡必ずしも流品を応分しないと云っても､

この学釜が設けられたのは､この芋茎が風気の先端となるためであり､将来､ここから師範を

自然と出すようにするためであるので､必ず､良家の才媛を撰ぶことによって国内の煩柘とな

ることができる｡だから奴机 姻削 ､一切うけ入れない｡⑩

とあり､風気の先蛇とするため良家の子女のみを受け入れようとしており､BfJ学後も実際に良家の

子女が入学したのであ,た｡⑰

｢学規｣は5灸よりなり､教科内容等が明らかにされている｡苅12灸には､

12.豊中の学科は､中文､西文は各半分とし､昔まず字を知り､ついで文法､ついで各噂門の学

問の啓蛍的机JJi的な本を読み､最後に､史志､芸取 捨法､性理の苛を読む｡⑩

とあり､識字､文法､啓栄甘､専門智を読ませようとしていることが知られる｡第13灸には､

13.韮中､1馴1可の学3料を設ける｡ 1に井草､2に医学､3に法学である｡学生は人毎に必ず自

分で 1つの印FJl]を疎める｡医学､法学を学習する掛 ま､初妙の井理から必ず須ペからく､通暁

するようにする｡⑳

とあり､数学､医学､法学の3専門科目を学生に選択屈習させていることがわかる｡第14灸には､

14.3科の外に､別に師範科を説け､専ら丑敬を救pfTする方法を訴求する｡凡そ､自らこの科を

諌める省は､必ず各用の学問についての内容を略知するようにするので､3科目中で矧 1.Jを占

めることは必ずしも必要としない｡⑳

とあり､別に師範科が設正されていることが知られる｡第15灸には､

15.妨綴絵画等の王IFは､揃学に必需の所であるので､軽柴の拡充をまって､統々教flを招託 して

中外の芸印を救える｡⑳
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とあり､紡轍､絵画等も取り上げようとしていることが知られる｡第16灸には､

16.豊中､匂月試験を 1回行う｡教員が山指し､甲､乙で評定する｡軍ごとに大試験を1回行い､

駄剛 掛 川 門家に送り評定し､瓜序をつけ､祭文を掛 ナる｡･-･･⑳

とあり､各月 1回の駄験､各軍 1回の大乱験を行うことが知られる｡

｢韮規｣は4灸よりなり､学掌の中筋等が述べられている｡第17条には､

17.凡そ､学中の執恥 ま､上は､教月､提調から下は､仙人まで､一切抽入を用い､軌 こ内外を

別ける｡笠門の中には永遠に男子が入ることを荘さない｡.･････⑳

とあり､里中の鉄筋はすべて抽入の手で行われることが知られる｡第18条には､(A
18 学室は､初め硯罪に設けようとしたが地価がftく､容易でないので､相談して､上海の繭tt

里壁に設けた｡これは､府城及び租捌 ､ら遠いので､各人の宿舎を準備し､便宜をはかる｡⑳

とあり､学盟が雨蛙里盟に設けられf:ので宿舎を準備したgTが知られる｡第19灸には､

19学生の学班は､欧米の甘院奇樫を参照する｡大むね徴収櫛を減らす｡第 1､第2､那3の3

年とも句月学生の敢収金軌 ま鍛一元とする｡-･･-若し寄附金に余裕ができ､班用が今まで滴り

ならば､敷盟を開いて教育を広めることもある｡--㊨

とあり､学生からの匂月の徴収金は､一元であることがわかる｡節20灸には､

20.卯 ､粥乱 蛇 的 位相等を棚う｡学生､架学者の一切の接待は､均しく周到にさせる｡･･-･･⑳

とあり､僕約を榔うことが知られる.

｢学成山学煤例｣は2灸よりなり､学生の卒,XL後の地路等に触れている｡まず第21条には､

21.凡そ､学生で王制11】が､師範科や芸!JT等を学習して学の破った者に対しては､望中から卒業許

甘を与え､将丸 医者､法祥家､数fl等に任せられるべきである｡㊨

とあり､女学笠の卒発生は､医者､法印家､数見守に就職させたいということがわかる｡那22灸に

は､

22ll-･･今女学重を創設し､各々が自らTfしている権利を'得させる｡･.････公議したのは､凡そ出

正の師ArJの女であり､迫泉 (うまい水の出る束)や芝草 (いわいだけ)ではないが､破格にJ:n
上

寒すべきだということであった｡だからつとめて師範一門を諌め､貞母の耽与を乃る｡よく∈l

貸して､品行方正を願い､社運を防ぐことをこいねがう｡⑳

とあり､女性の持っている権利を自Li2させ､良輩賢母の育成を恵図していたことが知られる｡

｢杓例｣が3粂あり､馴 側 Tが述べられている｡⑳那23灸では､甘譜を寄付した省について背かれ

ており､第24灸では､寄付金の軌 こよる寄附省に対する処遇が述べられている｡例えば､50元以上苫T'

附した者は､一生人望して説凹するgTを准している｡耶25灸では､どんな人からでも一元以上の寄附

は受け取ることが述べられている.
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瓜後に ｢街村｣が5粂あり､当座の女学豊の運営の郡が述べられている｡第26灸には､

26創立当初は､提出が充分ではないので相談して､まず上海に学笠を槌てたが､後に再び識 し

て､推広して各省の州矧 こ普及させる｡㊨

とあり､女学盟を上海から各省の州県に普及させようとしていたことが知られる｡第27灸には､

27西欧教軌 1､相談して先ず､tl西の政変徳女士と削 ヒの石爽玉女士を招耽する｡⑳

と述べられており､先ず酉文教習として政変後､石英玉の二人を招粥しようとしていたことが知ら

れる｡しかし､その後､この二人は招粥を拒否している｡理由は二人はクリスチャンであり､この女

学豊は店数を甚本としていたからであ,た｡⑳折28灸には､

28.内外の並gfは括､同人の公準に由らなければならない｡西国の謡Elを挙げる例にならって投

群を公革の法とする｡･･-I.㊨

と述べられており､誰IPなどを投熟 こよって決めようとしていたIPが知られる｡第29条には､

29.あらゆる寄附金は､暫くは不崩足会によって大収する｡桐肋してくれた諮芳名を r時坊軸J

の兼に列記する｡---㊨

とあり､寄附金は､不満足金で代収したgI､桐肋著名は､時務報兼に載せたことが知られる｡

第3において､女学生の参加者として絹肋者の氏名を挙げるが､ここに記されているように､いず

れも r時務報J末から採収したものである｡第30灸には､

30.これは､駄弁の3.1'別の発接である｡貝さに大忠を取ったものであり､韮中の詳細な学科や弁

把 捉等は川 井をまって後に教臥 朗 は 内外の並印の誹君によって抑制 i立てられる｡⑬

とあり､まず駄弁章だ蓬を作り､ついで如草が立てられることが知られる｡郡31灸には､

31望字の諮成後､圭盟先師の神位を供革する以外に､別に一院を捌き､尉子を設け､女子の1.-

めにまつりの世話をする｡-i-㊨

とあり､里芋の蕗成後､至型先師の神位だけでなく､女子のため一院を開くことが知られる｡

以上､女学盟の故能について考寮したが､次に参加掛 こついて見て行く｡
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3 中国女学堂の卓加者

中国女学宴の参加楢 を検討するために､ます､紬 -2;-の表を作成 して放く｡⑳

学生中の役割 氏 名 rl77 官 B

学生役立者 捷 元 昔 新 江 匁】肘 (喝搬局長)

暮 gf JB EllIせ 薪 江 ∬ B
暮 市 七 倍 厚 淋 江 正 員

■ 市 肘 枕 広 LL A薪 江 心 員

J gf 昧 済 滑 超 せ

暮 ZfF 江 成 年 並 士

暮 市 煉 広 仁 広 東 生 El

jE gf 果 啓 Bl 広 東 革 人

u(力 者 煉 有 為 広 束 工帝王gf

BE力 一石 態 書 江 AE 軸林捉指せ

ぬ 力 者 仙 rLl 広 東 凍有あの娘

協 力 省 tYJ 広 的 湖 閥 軸林院辞せ

この他に教flとしては､tih教師夫人､外交官夫人､iI教師達がなった｡また､学生は､叔初16名が

劉 lL､2学PJになると20名に相加している｡女学生漣は､全Dが良家の子女であったという｡⑳

以上をもとに容Jx]掛 こついて分析を加えて行きたい｡ます､役立者の控元音は知肘となっているか､

これは相官によったのであり､実際は上海のqiJtP局長であり､上海の商人であった｡この外､彼の仲

間の櫛板応･3の上榊 人月と､いわゆる脚 系といわれる､変法中間帯の人達が壬であった｡⑳

滋で夢加省の氏名の判明 している者､川名の階層分析を明らかにすれば､提督 (従 1品) l名､芯

Ll(正 4品)3名､知附 (正 4品)1名､主印 (正 6品)1名､翰林昆拓修 (正 7品) l名､中国山

人 1名､ii教師夫人 1名､外国婦人 l名である｡

すなわち捉廿を点前位にして､道nが数として 1番多く､中下故の官鰍 こよって担われていたこと

が知られる｡もっとも前述もしたように､ここに見えるiBLl連は､名目は､iB貝であっても､突際の

商人層であった｡

つぎに草加者の出身地について見れば､以下の通りである｡広菜5名､漸江4名､江紫､江西､湖

/ノ 北､英国､不明各 1名である｡すなわち故実系を中心とする広兼と､漸江身の上海商人屈にかたより

が見られる｡

っぎに制 帽 について考察 して行く｡考掛 こ当たってその表を作成してだく｡⑬
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何加瀬の丑沈淑人

〝 旅淑人

心金柑の放母挑太夫人

桃太夫人の艮姐蛭氏

王松♯の空前夫人

用天枠の美挙故人

江柄の母攻夫人

預夫人の抑地先氏

屠成木の旭呉氏

王推簾の礎甘安人

位菜の輩刑成人

施別敬の3E蝉夫人

鄭批応の瀬夫人

雌信坪の母や夫人

AEI.,T呼の妾王氏

沈蜘 の母最大夫人

沈改元の斐王安人

〟 ヲ}安人

沈軌Jtlの斐兼求人

〝 章恭人

鄭柄井のaELjス立入

伊立勲の礎朱二注入

伊立刺の妾杜氏

架後坤の女

扱馬国の母徐宜人

何心川の毅tZ夫人

周Ⅷ の水虫五人

変位の拙

李圭の溶性夫人

李王の三女等玉

城弧潮の瀬孝宜人

JX弧潮の女応は

失望の'&金浪人

店允砧の輩舶 人

草圭の女王攻

鵬 姓の母王淑人

地織性の並用安人

件別之の婆親水人

北沢坪の母凍太五人

凍太五人の姐貯元'4'f

肘

肘

蛙

他

月

刊

県

央

知

判

串

8
月
月
n
El
爪

爪

8

月

fJC
孟

丞

月

g
F
将

孟

知

知

大

大

芯

通

知

知

同

州

訓

皿

血

道

逝

逝

知

知

心

血

知

爪

1
1
生

Zt

歩
兵

Lll国電稚117Tf捻背

知 附

加 附

チ.I. 最

丞

肘

爪

肘

様

様

県

知

分

知

光

光

山肝

性

任

拓

Ef

S[

院

院

院

林

林

林

檎

斡

始

江

江

江

江

が

甜

#

書

#

瓜

建

江

媒

江

江

淋

斬

斬

新

江

甘

安

安

安

江

招

淋

広

淋

淋

畑

地

娃

井

江

府

招

福

江

漸

漸 江

デンマーク

瓜

山

東

a
(
g

架

∬

江

江

広

広

江

広

江



以上が寄附-i.の鼓であり､氏名の判明する省がllLI名であることがわかる｡
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っいで､同盟からI娼保省の官職 (又はそれに代る戦略等)の鼓を作成する｡㊨

Tr 晶 族 人数 官 Q 品 人放

内 服 学 士 従 2品 I 歩 Ft 大 任 従 2品 2

抜 頼 使 従 2品 1 歩 将 正3品 1

知 肘 正4品 18 正 月 正4品 15

運 同 従 4品 11115 同 知 正5品 4

員 外 価 正5品 知 州 従 5品 15通 判 正6品 主 事 正6品

知 ,ft 正6品 愉 林 院 dE排 従 6品 1

光 松 寺 者 正 従6品 2 評 部 正7品 3

倫 林 院 や せ 正7品 8 内 Pil 申 8 従 7品 3

州 ¶ 従 7品 I 県 孟 正8品 5

訓 辞 従 8品 2 大 be 従9品 2

中国78稚局洋授管 I 分 爪 1

巡 士 2 菅 櫛 比 威 兵 1

これから見れば､内閣学士を最高位とし､正 4品の知肘､道D､正6品の知Ll詩､正7品の翰林院肘

掛 こかたよりが見られ､中下級の官位のtXJ係者が､主に女学生に寄付していることがわかる｡また､

このEPには前述の店柴系の俳日系省､捉元首畔上両商人層の関係者が見られる｡

つぎに､捌孫-jS･の出身地の表を作蚊して考案して行く｡

これから見れば､tl蕪が 1番多く､ついで新江､広兼､広酉にかたよりが見られる｡すなわち､⊥

海に女学笠が設立されたので､江範が多いのは当然であるが､桂元尊の出身地所江､故梁瀬の出身地

広井にもかたよりが見られる｡これからも上海の商人眉とBi突系の連繋が伺われ､熊味疎い｡また､

寄附者自身の出身地は､江蘇2､所江2､湖南､稲杜､四川､デンマーク1である｡これも､前述の

滋と棉帆関係にある｡

4 中国女学堂の意裁

中国女学望の題範について考えて行くが､まず､女子の人材のpfF成が耶-猿のTPとして考えられる｡
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すなわち当時､中国においては､女性の教育については考えられていなかったが､女学笠がはじめ

て女性の人格を技め､教育に当った｡そして､すでに奇桂の21､22灸に見たように医者､法律家､教

師､良袈fZ母の蕃成が意図されたのであった｡

また､女性解放の側面も考えられる｡すなわち､入学者には､揚足を群止 し､女性を自由にし､LP

国の伝統的111憩胃を絶とうとした｡

さらに､女性の自立をうながすものとして教月､gF若月､室内並Z坪等を女性のみとしたことが考え

られる｡女性の人格の認められない当時において､女性の人格を認め､その教育を女性の手にゆだね

た意鶴は芯いと云わねばならないであろう｡

しかし､限界もあった｡例えは､店数に遭うのそその立学の大志に入れており､これに対 しては､

前述したように桁附された蛾愛律､石英玉女士がクリスチャンの立切からそれを拒否している｡

この限界は､当時､油朝政府が女子教育を認めなかった段階で､女学笠を役立しようとするのには､

己むを'Jflflかった面でもあったと考えられる｡

おわUに

叔後に､いままでのまとめと､今後の展望をして置く｡

まず､女学盟の役芯は1898年6月であり､その意図は､儒教を遵守する女子教習を行い､宵国強兵

餌の一環としようとしていることが知られる｡

ついで､女学笠の機能としては､教習､捉調､並郡 (教師､申斬長､役Ll)も主なものは女性を細

い､男子は堂内に入れないことになっていた｡また､学生は叔初定n40名であり､年令としては､u

才以上15才までであり､損足をしない良家の子女を年令に応じた学力により入学させようとしていた

ことが知られる｡

救科内答としては､識字､文法､啓学研と史学､芸術､治法､性理等の]馴HJ宇陀 読ませていたこと

が知られる｡

中門の学科としては､井草､医学､法学の3学科と師範科の4つが正かれた｡また如人に必要な妨

擁､絵画等も教授された｡

紬 は毎月 lElと軍師掛 こ1回行われ､駁序をつけ､焚ZlLようとした｡

学宝は､上海の雨蛙里里に設けられたので寄宿舎が申伯され､侠村が仙われ､学22は毎月､鍛一元

であった｡

卒実生には卒灘 甥を衣え､女権を白ilさせ､医者'､法印家､教nや､良遜賢母の育成を意図した｡

寄附は､一元以上受け破り､r時凝報Jの巻末に載せ､学宝も提32の拡充にともない､各省の州孤

に普及させることが意図され､役flは債投熟 こよって決められた｡輩掛 i､叔初､試井車程が作られ､

閑井を待って詳細な井gT来校が作られることになっていた｡また韮字の落成後､至塑先師の神位の鵬

革と女子のために一院が鵬かれることになっていた｡
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っぎに参加謝 こついて見て行けば､参加者としては､辺見以下の蛾架派の中下駄の官atと桐官の道

元溝を中心とする上編商人屑が多く､頗契系の広東と経元善等が出た新江にかたよりが見られた.

寄附都 こついて見て行けば､寄附者は女性であり､その完全な氏名も鼓されていないが､関係者U)

宮城を見れば､iB只､知肝､知県､愉林跳 任の中下級官伽 こかたよりが見られ､この中には俳安系

と上海商人層が見られる｡また出身矧 ま､女学宴の役立された､江鞍と上海商人居の出身地所江､細

緊系の広31吉にかたよりが見られ､参加者と同じ傾向が見られる｡

最後に女学笠の恵鶴としてIi､女性の権利を白光させ､医師､法'tB家､教師､良委賢母の育成を意

図した所にあり､限界としては､儒教にしはられていた｡

以上が女学笠のあらましであるが､戊成政変により､女学宝が僅か二年足らずで閉鎖の己むなきに

至ったとしても､その存在意額は決して小さくないといわなければならないだろう｡

第四節 児盃教育 と教育学の組轍

■帽 における児立教背は､第-の放牧の所で見たように､庶民の問では､並立､村塾などの払掛 こ

おいて行われた｡また､訣野人の問では､家庭教師なども仙われた｡

ァへン朝争以後､外国のヱ教師の活動の一つとして､教育活動が行われるようになった｡それは､

教会学校と弥せられ､教会が中心となって､学校数宵を行うものであった○

教会学校のJa初は､ロバ-ト､モリソンのマラッカの英司音字韮であるが､それ以後､桝等教育から､

花等教育に至る鮒学理が見られるようになった｡

これらの学宝では､従来の科挙台掛 こつながる私塾とは､性格を矧 こする教育が行われた｡すなわ

ち､西欧のキリスト教､人文､社会､自然科学を中心とする教育であったo

児正数育､教背学においても､同じ性格を持った教育が行われたが､ここでの特鰍 ま､前節でも見

られたように､児正数背が母跡 こよって､担われていたことから､児正数背と母視教育が同時に行わ

れたことであった｡

今､変法nJの児立教背と教育学の展鞘を貝体的に見るならは､学会としては､架学公金､報刊とし

ては､殺学報､沸亜報､求我報があり､学堂としては､適薬小学望､各地に設立された小学笠がある｡

ここでは､!P例研究として､i'R学公会､崇学報を取り上げる｡

郡-切 望等公金

はじめに

変法迎動における学会の役割の印例研究の一つとして本節にb･いては､殺学公会の場合を耽り上り

る｡設学公会は､児克顎の教育省の茸成を適して人材を寒成する根拠とし､変法の実施に役立てよ:,

とするものであり､教育&-の養成を適して､幼児､児正､93子､女子の教育上の効果をも志向してい

る｡
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そこで､まず7R学公金改正の忠図と目的､ついで､崇学公会の横能､参加者､最後に7!iZ等公会の滋

掛 こついて順次述べて行きたい｡

1､苧学公会の投正

7R学公金①の設正の意図とEI的､設置年代､設別 所についてこれから述べて行きたい｡まず泣ゴ芦

公会の股立の意図と目的であるが､崇等公会公啓の立会本旨によれは､

児流を教育するものは､天下人材の根底である｡根本が正しくなければ､朗芽はどうして成丘

することができようか｡-

私共は､時運の困難を揃tnしており､酋良な可子が､播き棄てられ､蒋ちて､人に牒印されて

いるのではないかと恐れ､聖人の心を仰ぎ休して､禦学公会を設立し､宜､幼､男女に均しく教

化を枯おそうとするのを主旨としたい｡②

とあり､教育者の准成を戒して､幼児､児盃､93､女の教育に利するために設立されたことが知･a

れる｡

つぎに投だ年代であるが､顎学公会の会報である r哲学会報｣の慨章のあとに､光描23年同番と見

ぇ､③穀学公会が､光緒23年に設立されたことが知られる｡また ｢実学公会公削 ならびに ｢配学会

軸冊乳 を搬せた雑誌は､r時胴 J④の剃 21相であり､これが光緒23年9月2相 に発行されている

ことからこれ以前もしくは､rT'1時に､毅学公金が設立されたと考えられる｡

また設虻場所であるが､鮒 雌の r戊成政変捌 ⑤には上海と見えているので､上掛 こ設立された

と考えてまず問速いにないと思われる｡

以上､SZ学公金の設把について考案して釆たが､次節においては､柴草公会公啓によりその機能に

ついて見て行きたい｡

2､青学公会の機能

崇学公会の機能について､配学公金公啓には､

立会の本町は､大むね4に分けられる｡第-には､会である｡天下の心志を逆らならせ､群に

僻せしめ､相ともに_qiy教をil明にし､射殺を脱血させる｡第二には､新utlである｡法を立て､伐

を広め､天下の耳Elを新たにして児玉の教育の模範とする｡苅三には､図怨である｡図器､歌詞､
たJt

拍祝を作り､児盟のqJ習に俳ならしめ､その知滋を深める｡郡四には学校である｡師範を鵜し.

SiZ隼を正して､人材を市成し､必ず充分に備えるべきである｡今本会の同志は､時習の橿卯に対

して､すみやかに､広く利用したいと.ql.うので公議して､先ず中軸を起点として､奨金や学校>L･

締結点とする｡⑥

とあり､発会､新聞､図恐､学校について述べられており､その中でもCF常を起点としようと

していることが知られる｡
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以下､これらの四つのri!]超と､姓金2;-の登録､会友の役割分担､ff金などについて､公啓に従って､

考蒸して行く｡

雅会については,

本金の志は姓益にある｡凡そ同志と会は､努めて､本会の立てた所の各章､岱報､謡乱 歌臥 ⑦
■▲

名概の栽例を求め､或いは､1!]ら車樫を擬し､泌 fない所を教え合い､或いは､錯誤を糾正 し,

杓しく手放で知らせた掛 ま､均しく粕尾に純しんで採錨し､輔んで特く試し､以て手本に賢せし

めようとするものである｡⑧

とあり､この金の目的は､娃益であり､債で切礎琢磨して会を盛んにして行こうとしている梯子が

うかがわれる｡

っぎに昏報の ry学制 ⑨であるが､これについては､公啓によれば､

本会は､はL:めにまず村報の仕grをして後に学豊を立てる｡甘粕は､同志が丑用をLRめおさめ､

蛇を開き､印刷されたものを訳す｡⑩

とあり､まず沓報の発行を魚初の仕印としたことが知られる｡

また蛍学報他車訴一条､第二灸には､

1､本粕は､二つの大鰍 こ分け､一つは､人の母となるための手本としての訓育法であり､一つ

は教師が救えるための方法である｡①･

1､本報は､啓蛍を主としており､脱字や師教は､蛍を正す瀬である｡今中国では､如学が諦il'

られず､師学が尊くない｡だからも.)ばら践明戒樫の法をとり､図鋭､歌訣を郡-の準嚢とし

ている｡⑫･

と述べられており､当時全く砺みられなかった用人の教育と教師の教育を頚要祝して､そのために

梁学報が発行されたているのか知られる｡

図省については､

甘物では､訳と才能をあつめ､海内通人の著作や､図-器･､野芸で大変梁学者に便利なものが.ら

ろならば､つとめて本金に手紙で知らせてほしい｡或いは､全額発行し､その一端を技秘して救

益に役立てたい｡⑬

と見え､教rffの一環として大切な柄物の発行も計画されていることが知られる｡

学盟については､

本会は､･･････将来は､学校を設立し､それを二つの部門に分けることを考えている｡その一つ

は､児丑教育学であり､他の一つは､幼児保育学であり､その上に拡充するならは､中等専門の

学校を設立することを考えている｡願うことは､人材が侮El多く山､上は､国用に傭うべきであ

り､下は､本32:.を矢わせないようにし､これに副えるように期し､つとめて､阻兼が出ないよう

にし､小さな-3;香-B軋 まさに雄琴に班そうとするのである｡㊥

とあり､児立教Jff学､幼児保育学をはじめとしてできれば､中等叫門学校を設立して人材を巻放し
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ようとしている梯子がうかがわれる｡

つぎに金Elの丑錨については､

凡そ会に参加する者は､姓名と住所を示し､時を定めてi;R学公取 こ戦せ､それを会友題名録と

名づけている｡⑳

とあり､登録の手鏡さがわかる｡会友の種類については､

金に参加している同志は､三朝類に分けている｡その節-は:&7Pの会友であり､章を定め､甘

物を好する恥 こ属している｡第二は網助の会友であり､fZ金を娘めたり､fl金を生 (おき)め､

督器をJ#入したり肘ったりすることに民している｡第三には識可Iと杓肋を雅た会友であり､g輩

と並立のことは聴いて自ら遺択し､恥 こ任ずる｡⑳

とあり､会友には､諾tTP会友､桐肋会友､認印と援助を雅ねた会友があり､それぞれ､役割分担を

していることが知られる｡

最'&にff金的係について見るならは､前述の桐肋会友が幣金を蝕めたり､調達する以外に同じくJL･

啓には､

仕gTを始めて､fl金の-Rlりが充分でない時には､再び､同志と章控をm して広くIi軍報し､･･･

皆がfl金を､吸盤することを論じ､余った幣金で､期に分けて返題することを計画している｡①

とあり､TE金が足りないJB合､輩程を変更して敷金を雄めようとしている梯子が知られる｡以上毅

学公金の機能について考案したが､つぎに､参加者について明らかにして行きたい｡

3､苧学公会の参加者

まず､史料により参加者表を作成して泣く｡

表によれば､容加者で姓名の判明しているのは､薬類､田広捜､江蛾年､江幾萩であり､そのうち

蛮#Li生Llであり､r時務報Iに関休し､江蛾年は､33才で会試に合格し逝士となり､梁啓超と共に

r特別 Jの指-u!に当って胡馴 Jに変法論を展朗している｡⑩et仏性は､不払足会､時榊 に朗探し知

肘であった｡江幾許は､保国会､不港足会にも参加しているが､階厄は不n)Jである｡

以上をまとめれば､知肘 1名 (正5品)､進士 l名 (従7品)､末流1名､不詳 l名でいずれも中下

奴の官此間であったことが知られる｡その山身地について見れば､新fl省2人､湖南省 1人､tE蘇省

1人とfLっている｡
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以上参加者の階掛 弟成､出身地について見たが､次に駁学公会の意義について考案して行きたい0

4､華学公会の意8

崇等公会についてその設置と倭能､参加者について見て釆たが､崇学公会の学会中における急設は･

何といっても西学的 (啓崇的)な役割を果したことであろう｡

すなわち､すでに見たように､崇学報博幸によれば､同鰍 ま､啓蒙を主としており､揃学や､席数

は､蛍を正す蘇であると述べられており､ここに､苧学公金の意猿が酉学的 (啓崇的)役割にあった

ことが知られる｡

さらに響学会の意掛 i､執 こ一般的な啓崇だけでなく､当時､うとんせられていた女子教育､とく

に母親教育にカを入れていることに注目しなければならないと思われる｡ここに変法運動が女子教育､

母規教育､ひいては､女性の解放に前島的に破り組もうとしていたことが知られる｡

また､奨学公会の啓蛍的な役割のもう一つの側面は､師教であり､人材を育成する畷元である教師

の教育にあったことが知られる｡その意味では毅学公会は､西学的学会の一つである教育学の学会で

あるといえる｡

さらにこれらを成 してすでに見た様に､幼児､児充､9]子､女子の教育のために､この金が設粧さ

れており､当時､形式的となり､軽んじられていた教育を､充実したものにしようとする意欲がうか

がわれる｡

すなわち､当時､見過 しにされ､醐みられなかった救pffの問題をとりあげた所に蛍学公金の忠額が

あると思われる｡

おわリに

叔後に､いままで考案して来たことをまとめ､その後の展fZlについて触れて荘きたい｡ すでに見

て来たように､梨学公金は､教育省懲戒を恵回して光描23年に上掛 こ設立された西軍的な学会であっ

た｡この学会の機能は､まず那一にJj!会であり､益を淡め､債で切瑳琢磨して金を盛んにしていこう

としている｡訴二に-iR学報の発行であり､女性 (母班)と教師の教育を目的としている｡耶三に､故

習の十時としての市益な図古の発行であり第四に､児酸教育学､幼児保育学を含む学校や中等掛り学校の

設立による人材の獲成であった｡第五に､入会の登録手枕さについてであり､第六に､認印会友､桐肋全

血､捌 i肋 会を含む三校類の会友についてであり､節七にfZ金の訊連を考えていることである｡

つ引こ参加者であるが､申下椴の官僚によって担われ､その出身地については､新江にかたよりか

見られた｡この学会の意鍬 ま､すでに見たように､女性 (母視)教師の教育により人材養成の韻鍵を

確立 しようとしたことである｡

最後に､鷲学公会の運動は､戊成政変により､一時中断されたが､満末の学校制度の改革の中に性

かされることとなる｡

-132-



郡二項 崇 学 報

はじめに

本小謡においては､変法運動における報刊の役割の一群例として､啓蛍的な役割を果したと思われ

る r安学報Jについて取り上げる｡

ます､敢学報の発行の鐙枠を明らかにし､ついで､その雑損 ･内容 ･参加者を究め､最後に同報の

意我等についても巧蒸して行きたい｡

1 r書学報Jの兼行

r崇学制 は教学公会の朋 誌として発行されたが､①その発行の意図は､儒 学榔 範頼台叙｣に

よれば､

･･.子供を悦び､愚民を導く控､尊いことはない｡-だから小学を教え､愚民を数えることは､

矧 こ今日r咽 を救う郡 l衣となす｡②

といわれており､子供､庶民の教育の大切さを祝いている｡

また､ii2学会報簡釆 (以下冊頚と略称する)によれば､その前文に

本会に学報を扱けたのは､ifiら幼盃の教育の為である｡③

と云われており､幼虫の教育のために崇学公会に学報が作られたことが知られる｡

ついで､簡単の刊報凡例の節 )灸には､

本鰍 ま､両大事剛こ分ける｡一つは､人の母となるための手本としての訓育法であり､一つは致

師が救えるための適任の法である｡④

とあり､幼児･児血の教育に当る母親､教師のために発行しようとしていることが知られる｡

那2灸には､

本鰍 ま､啓栄を主としており､桐学や師教は､iRを正す源である｡今中国では､拍竿が講せら

れず､師学が尊くない｡だからもっぱら注明逝便の法を取り､図説､歌訣を第-の要礎としてい

る｡-その図説の問答には､白話を用い､歌決の耶 iには､文法を用いる｡⑤

と見え､当時全く耶みられなかった女性の教育と教師の教rf1-を血輩祝し､r崇学報Jを発行し､図

説､歌秋によって数pffLようとしていることが知られる｡

那3灸には､

本鰍か雀Fく所の論説は､均しく浅易､平粟であり､⑥

とあり､ここでも平易な.Ji説を研くことが恵図されている｡

つぎにr群学報Jの名称について考案して置く｡日本に現存する r泣学報山 王､簡兄の限り､9､

10､11㈹あるが､その表紙にはいずれも暇 学制 ⑦とか れゝている｡しかし､目次⑧と中の蛙⑨に

は各口付とも各繋ごとに､r求学苧I別 と研かれている｡また､中国近代史料薬刊の戊成変法第4mllL
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は､r禦学報J⑩ 暇 学会軸J①の語が見える｡そこで､本小論では､表紙ならびに上之成変法の呼称の

-つに従って 暇 学報Jとした｡なお淑志鈎氏も前述の三者で r穀学報Jといわれている｡

暇 学割 の表紋には英語のタイトルとしては､THECHllJDRENEDUCATOR⑳になっている｡

また､r菓学報Jの発行日について考えれば､光軸23年9月21日の r時務報Jに掲載されている

ril学制 の刊報凡例那8灸には､来月すなわち10月より7日に一皮発行するといわれている｡⑳

しかし､実際に発行されたのは､暇 学制 那9m岬 ､光柑2畔 2月初 1日､①節10m)が同年同月Jt77

8El､⑬m11m)カ洞 年同月15El⑬となっており､7日に一皮先行されているが､逆井すると郡1mlは､

突際には光括23年12月15日頃発行されたということになるので､おそらく刊報凡例で意図した発行El

より実際の発行Elがおそくなったと考えてまず阻逢いないであろう｡

叔後に発行場所であるが､暇 学制 の鼓払 こは､｢本館設在上海≡馬路望平折口朝宗坊｣①と懸か

れているので､上海三馬路男平街口朝宗坊であると考えられる｡

2 r甘学報Jの抽斗

r蛍学報Jでは､刊報凡例8別と報刊井IP凡例6別があったが､現存するのは､刊頼凡例8別であ

る｡⑩今､刊報凡例により､その軌轍を見て行く｡

郡4集には､

本鞘は､諏酋各国の御報を翻訳し､各家の論者を採り､迦税して翻訳拍兆し､他日載打して

ffu子とする｡･-･･⑩

とあり､各国の甘粕を聯訳してr相子とすることが知られる｡

那5灸では､

本朝が訳した所の好西各国の恐報は､現にすでに購入依頼の手枚を出している｡⑳

とあり､fF訳した弔報の購入依磯の手紙を山していることがわかる｡これに関連して､r配学報J

の収後の公告の所にも駁学脚 Jの販売している甘名と鵬 が見られる｡㊨

那6灸には､

本手群の後には､専門家及び同志の韻等と会友磁名を附列しており､本蛇井守【人の姓名及び本

粕を代汎発する活人の姓名､住店も円び印列 してある｡⑳

とあり､r毅学報Jの粗相としては､会友と本蛇井研人と代理版売人がいたことが知られる｡

第7灸には､

本朝のあとに公告を並べ､木棺にあっては､金銭の帳簿面を明らかにし､刊輩､文帝頬の1.3

屯を知らせ､さらに各例の改正に及んでいる｡その外にも､もしgl理に明らかな人があって､

flii怒､園芸をLil施 し､本蛇によって収光し､児澄教育者に便ならしめようとする者は､手紙を

くれれば､公告に並べ入れることができる｡その他の可は 公告にはのせない｡⑳

とあり､r苧学報Jの瓜後に控理､輔車､凡例の改正などについての公告を載せていることが知ら
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れる｡

っぎに鰍 こ山ている駁学報の販売取次所は以下の剛 である○⑳

すなわち､上海 (2ヶ所)､京城 (3ヶ所)､天津 (4ヶ所)､保定､梱台､湖北､添口､湖南､Ll

西 (2ヶ所)､九江､fi白 く2ヶ所)､安磨 (4ヶ所)､南京 (2ヶ所)､椎茸 (3ヶ所)､常州 (3ヶ

所)､蘇州 (2ヶ所)､常軌 松江､杭州 (5ヶ所)､事故 (3ヶ所)､台州､福州 (2ヶ所)､広1吉

(3ヶ所)､淑州 (2ヶ所)､香港 (2ヶ所)､仙頑の全国26の地域に54ヶ所のSZ学報販売取次所が設け

られ､その中で報蛇関知 i受学報蛇､時葡朝蛇､湊記榔局､液相館､時耕報分局 (南京)､無鉛皆中

浦処､温州時務局､広瀬知新岱局､広兼時務甘局の9､役所関係が76稚局3､湖南鉱戦粗臥 宮部 し

開海関村田の6､寄店関係が諮州文徳望響坊､椴前文瑞は有房､塑省臥 耗珍書様､文裕望む房の5～

学校関係が俄hE甘臣､秀繭項除虫､球足省院､確安学計妃の4､会社､商店､金蛇関係が7､個人や1

17(そのうち役所11ど動廿先に関係するもの8)である｡

これから見ると､和船､役所､曾店､学校､個人宅などにかたよりがあり､可成り､tt金的に広が

りがあったことが知られる｡

また､fl金面でIi､報22と酬 寸によっていたことが和束の寄附者氏名と公告によって知られる｡'1

ぉ報兜は､-¶け川 であ｡､年に44fm出され､4元であった｡⑳

3 r苧学報Jの内容

すでに述べたように現存の rR学報い ま､9､10､11冊の3tluであるが､今その内答を検討して1i

く｡各冊ともその内容の捕蚊は大きく3つに別けられる｡すなわち5位から8故用の上編と9削 らゝ

13歳用の下箱と河東の付録である｡

上垢も下群も3冊ともそれぞれ､文学科､数学類､哲学類､史IJf効､雅地掛 こ分けられているの

で､⑳今この岨序で収械して行く｡

上古の文学類⑳では､識字法､中文読本乱 文学初津の蜘 iっけられている.識字法では､身体や

動植物や遇只類の字を文語と言語の説明で学習するようになっている｡中文読本では､その一部が比

較的稲しく解説されている｡文学初津では､内省的には文法的なことが説明されている○

っぎに上堀の数学論⑳では､加減頚臥 暗井､碓井などが戟せられている.

管制 β でIi､物附 く､中文せ身乱 西文比類学がある｡物溺訳では､鉱石軌が紹介されている｡

中文体身廿では､幼憩､-&愛､識見などが､文語と口語で説明されている｡

西文比頒学では､家庭におけるrfi-児､教育学が説かれている｡

史IP# には､帽 史の歴代欄 臥 歴代帝王避姓世系か 噸 せられている｡塊鯛 甲では､帽

直a収天網庁州県方名歌､盛肩肘庁州県方名歌､山菜肘庁州県方名歌が挙げられているO

-F掛 こ捗ると､まず文学類⑳では､酢R字臥 中文釈臥 西文教技術がある○啓龍字背には､各号

の発音と釈魂が戦せられている｡
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lP文釈例では､文法が説明されている｡西文教控掛 ま､教授法､学校の邸が述べられている｡

数学類⑳li､呉県の恭錨元によって研かれ､分母分子について述べられている｡

哲学汐 ではIJT類乳 児淀商学が取り上げられている｡可噸 訳には､段学､動物学､繊物学､物空

学の郷が述べられている｡

児j去画学は､酉噺から翻訳されたものであり､曲線法や動植物､地図の戦き方等が載せられている｡

史学頚⑬では､中史略論､中外戒史故殺叙例､古代通史榊 が研かれており､難湖の蹄になり､脊

代史が多く語られているが､個別に見て行くことにする｡

中史略論は第9nuに戦せられたものであり､寮の始皇帝が店術の方士を信用して太平の遜､長生を

致す兼を欲したことを論じたものである｡⑳

中外通史紡毛叙例は､節10冊に載せられたものであり､薬粕が友人から中史Jbaiが初学者にはむず

かしいといわれたので歴史の大gfを｡語の紬 形式で督こうとしたものである｡⑳

中国苗代通史紬 は､民乱が激しくなり､秦の胡亥が国を亡ぼした梯子が描かれている｡⑳

炎側 炉 は､酬 山約 臥 亜洲水湘 純 ､西文典地啓凱 歌濯巴洲全図からなっている｡壷洲山

舞説略は斐鵜の発になり､アジアの山脈のことが述べられており､亜洲水流説qHまアジアの海や河川､

湖について述べられている｡⑳

外地啓崇では､世非の宗教とヨーロッパの訪国と河川､海が紹介されている｡叔後にヨーロッパ全

図が城せられている｡

叔後に相乗の附掛 こは､会友通名､寄附者名､販売収次所､本の広告､泣学報館公告､地軸蛇公法

等か載せられていた｡⑳

なおここに見える地相蛇は時務報蛇が 1回である｡

以上が､F'R学報の内管のあらましであるが､児丑を教育するに必要な研柄を平易に興味砕く述べよ

うとしていることが知られる｡

4 辛学報の参加者

殺学報の参加者として､発超人､執頚省､会友､寄附者､販売代理人を取り上げ､その本籍､官帖

など判明するものを挙げて放く.㊨

氏 名 tl'. 少 7才 助 (それに代る打柏等)

発 起 人執 筆 者 並 湘 析 江 生 J3

竹 広 地 湖 南 知 府
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以上の参加者去を見ると､姓名の判明している劉 備 が延べで31名いることがわかる｡その出身地

を見れば､江蘇10名､噺江4名､安徽4名､湖南 ･広Bf･福祉各 l名であり､江蘇 ･新江 ･安徹にか

たよりが見られる｡

次に鮮創 I成としては､知肘 (正4品)1名､知州 (正5品) 日昌､知県 (正 6品) 2名､訓辞

(従8品)2名､碓士 l名､正領研 1名､革人4名､生n ･附生 6名､官吏 (官墳名不明) 3名､西

学望劫務1名､田中不明5名である｡

これから見ると･知府 (正4品)を戯高にして､革人 ･生Ll･附生の兼入読者にかたよりが見られ

る｡

変法派内の那 IJとしては､鮒 Jlこ入る有力者もないが､江雄年が､中r拙派かそれより右なので､全

体として中間派かそれより右ではなかったかと思われる｡
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5 r草学報Jの意鼓

r能学報Jは､すでに述べたように､能学公金の機関紙として発行された｡すなわち､幼児 ･児求

の教育にあたる､教師や母甥のための学滋であり､子供の発達段軌 こ応じて､教育できるよう､工夫

がほどこされていた｡

科挙制下にあった滴軌 こおいては､ただ､四研五経の括め込み教市が児軌 こほどこされたのであ-

て､子供達の発達段階に応じた捻合的な教育はなされなかった｡

しかし本朝においては､西欧風の教授法､学校詮が明らかにされ､児兎の発達段掛 こ応じて､任身

のみならず､国語 ･数学 ･理科 ･地理 ･歴史 ･捻酉 ･家庭科の捨台的なヨーロッパの近代風教育を加

味した教育が悪因され､実行されたところに､その啓梁的な恵猿があると思われる｡このように見る

時､r蛍学報Jlは､変法運動に啓蛍的な役割を果しただけでなく､中Eg近代の敬弔に先甲的役割を果

していると考えられる｡

しかし､この r蛍学報.Iも戊成政変によって中Vrされたと推測される｡

おわUに

以上､r駁学報Jについて考案して来たが､戯後に怖印にまとめておく｡

r毅学報JIは､輩学公金の機ul誌であり､その発行の意図は､幼児 ･児丑の数掛 こあたる教師と母

親の啓駿にあった｡そのため名称も r蛮学報Jとされた｡また発行年月は､光紙23年 (1897年)の!1

月頃であり､発行場所は､上梅三馬路望平iFiロ朝宗坊の群学報刊であった｡

r毅学報Jの城跡 ま､刊報凡例などにより知られるが､発起人 ･執評者 ･会友 ･本hlt井王P人 ･仮託

代理人 ･寄附lZfが屠り､販売取次所は､26の地域54ヶ所あり､朝刊 ･役所 ･岱店 ･学校 ･個人の家に

かたよりが見られた｡控訴的には､報の売り上げや寄附に依存していたらしい｡

内谷としては､5技から8故用の上好と9故から13社用の下J;に分れていたが､いずれも､文学 ･

数学 ･理科 ･歴史 ･地理 ･絵画などが槻するものが載せられ､また西欧風の教授法､学校論も述べら

れており､内容は平掛 こなるよう筋力されていた｡将来には付将がつけられていた｡

参加者は､延31人であり､その出身地は､江蘇 ･新江 ･安軌 こかたよりが見られ､その官軌 ま ､ 革

人 ･生白 ･付生等､兼入続の人連が多かった｡

悦 学報Jの忠喪としては､それまでの中国には見られなかった､揺合的 ･近代的な教育の雑誌で

あり､変法運動のみならず､中Egの近代の教育にも啓7'学的な役割を果したと考えられる｡

第五節 実学的教育の組擬

従来､中国においては､科学のための屈学を中心とする学閥が滋賀祝され､突学的政市耕軌 ま軽ん

じられて来たが､変法時掛 こなると､外国の圧迫をはねのけ､独立前戦の国を作るために､実学が･:'Lt

聖となり､国内においては､実学的故習机接が生まれ､海外に実学的なものを求め筋学するケースも
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見られるようになった｡

国内における東学的教育組織としては､広くは､商学的なもののrPに含まれるが､今それらを簡見

すれば､学会としては､梯段金､医学者会､化学金､測13学会などがあり､報刊としては､段学報､

実学輔､学生としては､新江杭州軍学蛇､E3草堂､実学堂などがあるが､ここでは､その一つの印例

として､漸江杭州韮学蛇を取り上げる｡

節一項 新江杭州蚕学蛇

はじめに

本軌 こおいては､変法運動における学堂の役割の-例として､実学的な教育姐轍である漸江州蚕宰

相を取り上げたい｡①

まず､その創設の捷掛 こついて考案し､ついで､その組轍､内容､参加掛 こついて明らかにし､虚

後にその意我などについて見て行く｡

1.新王工杭州軍学&の創設

漸fZ:杭州軍学館の創設については､丘学報 1の ｢頚学将典｣に次のように見えている｡

さきに､中波の税務司放発達は､中国の蚕ljEが日々に蟻されるのをせき､人に斬んで西欧に学

んで､利哲を求め､その方法をことごとく習得したら､たとえ与論で延ばされても､学が成って

用いる所がなければ識者はこれを惜しむだろう｡現に杭州の知肘林地臣は､衣林学笠を創設する

ことを凝り新法を教授しようとしている｡この革が成功すれば､将来蚕都は必ず盛んとなり､す

くなからざる利権が回復でさる｡②

と述べられており､銀発達の恵兄を入れた杭州知府の璽我学笠の創設が成功すれば､かつての中国

の利権が回Idiされるとしていることが知られる｡

また､同様のことは､良学報41の漸江東学地袋の ｢某設原由｣に次のように見える｡

杭州肘林地臣太守は､光柑22年寄､就任以来重殺菜の虫旺を考来した｡杭州の民間では近ごろ

収樺があがらず､ついに頗発達の番務粂陳､ ｢局を設け範頓するの宕｣をⅥり上げた｡23年証に

巡撫に捷Z2を発給して試井するようお救いした｡その大旨は､微粒子揃を除き､佳感を封遺し､

月背を抑求し､学生に伝授して民間に広めることを第-の嬰鵜とした｡また､海外の石英の盛ん

な方法の創始について､El々 その成功を児める｡だから日本人の救nを延的して新法を教授させ

る｡この顎,)!は､つぶさに【P･仏 ･EIの三国の朝する所を参考とする｡③

とあり､林地臣が蛾発達の意見を入れ､巡鰍 こ捷22を出してrEい､住い苛税を学生によって広め､

l n'外の良法も収り入れようとしていることが知られる｡

また､同様のことは､杭州IAi学北柏考J.?控_第 1灸にも､｢奄学蛇の設班は準棚を倹恋 し､方法を判

別して､蚕子を作ることを節 Iの要毅とする④｣と述べられている｡
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また､杭州肘林太守の巷蚕学堂をBIJ設するために援22を討うの文帥 こよれば､

どうか､捷班によって朗井して下さい｡一方では､西掛 こ託して器巌を購入し､一方では､地を

択って開局 します｡多少閏り道ですが､明年の新茶は､まさによくgTが及ぶでLJ.う｡今中国と

El本の苛糸の増強の数日を各々蓑にまとめました｡学豊脱没の大嶋牽程を併わせ､別とじでご五

いただき､調葱をお節い申し上げます｡仕gTを行うことを指示していただければ､実に公使であ

ります｡⑤

とあり､器械のA一入､地を選んで学重を関学するための寄付を仰いでいることが知られる｡

また出学報11に見られる ｢蚕師応哨｣によれば､

杭州は､頚学宝を創めることを凝り､目下､規模を略定した｡現に事故の江生金君に､教習と

なることを調うて招聴した｡江君は､垂の痛いを有る法をパスツールに学んだ｡また､かつて､

仏 ･伊 ･日本を題歴し､唖の飼育や授糸の各術を察知し､皆棲めて柄究であり､すでに脚 こ応じ

て杭州に来ている｡明春には関学する｡⑥

とあり､蛋学宝に嘩汝の江生金を招聯していることが知られる｡

学校の祉投については､r戯学報Jの ｢学童舛築｣には､

杭州肘では､Bi務学宝を創設すべく､明LR･のLW投の邸僻をしている｡現に屋合を杜造すること

を凝り､己に湖のほとりに土地を蛸入し､人夫をつのり､焚用をみつもっている｡林地臣知府は､

矧 こ秀才耶伯肌 こそれを監慣する役EIを命じているという｡⑦

とあり､すでに酉湖のほとりに土地を購入し､知府林地臣が秀才耶伯鰍に屋舎弘道の監骨を命じて

いることがわかる｡

また､r上之学制 4)の妨江蚕学地表の館地に次のように見えている｡

柁地

杭州西湖金沙掛 こ旧くから耶 嗣祉があるので､今改めて祉てた｡⑧

とあり､的帝栃の敷地に東学蛇が建てられたことが知られる｡

また､漸江遊学館滋の蛇尾には､

比良

妃屈が遊礎として占める土地は10畝で､前は､蚕棚誌戦場､南蛮所が l捷あり､上下14間であ

るoii室は､ 1棟で5問あり､均しく､雄一洋 ･西洋の東国式に妨っている｡後にある腐按の役所

は､1嫌上下で20問あり､東西の校舎30問､典薬貯載所は3問､金星､封房､門番の部鼠兆で12

問､均しく中国式に防･'ている｡

関帯封祉6問を捕碓した｡⑨

とあり､蚕棚試坂Jh､校舎など､90近くの部鼠があり､関帝席も輔佐していることが知られる｡

また､軍学蛇創設の年代については､r良学報126に

析tl東学蛇はすでに先月13Elに脱字した｡⑩
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という陀印が見られるので､光緒24年 3月13日に関学されたことが知られる｡

もっとも､新江璽学柁鼓の閑弁年月日では､3月11日になっている｡①

2 淋江杭州軍学館の粗雑

養軍学望帝控や噺江衣学舵招考牽程などにより､淋江杭州頚学蛇の租軌 こついて明らかにして行

く｡

まず､r良学報JIOの ｢役立兼蚕学豊車程｣について見て行く｡この牽掛 土日灸から成っているが､

郡 l灸､郡2灸には､

1.学劉 土､省域をもって主と為す｡学生は､学成りて後､分けて依器をもたせて､各県や滋細
の名跡 こ派iBL､養頚公会を立てることを勧めさせ､推し広めさせる｡

2.教習は､或いは二人､或いは先ず､一人討う｡必ず頚学に精しく､外国の寒露公院で免状

を与えられたBを選んで充てるべきであり､これは澱も大切なことであり､全休の閑鍵とfl･'

ている｡⑫

とあり､1灸では､学豊の範囲が省内に限られ､卒業生を偵器をもたせて派通させること､第2灸

では､教習は､外国のライセンスのある省を匂1堕に運ぼうとしていたことが知られる｡

郡3灸､苅4灸には､学生のことが触れられており､

L.学生の年は20才前後で､繰明､静軌で文章のことに滋じている省であり､拭鮫で先ず､30名､

或いは50名を採用し､存記して､班を挨ち､堂に来て､学習するC学成れば､派出する｡定LSLl

を残す所は随時､順次補充する｡

1.学生の課掛 ま､貌ペからく数flの手によって定める｡その大要は､ lに､顕微鏡の蚊用法を

習う｡2に頚の解剖学､3に室の生理学､4にバクテリアの病気を探し求める｡5にraの病奴

の原因及び盃の捕兄の防止法､6に養蚕の合理的方法｡⑬

とあり､耶3灸では､望ましい学生像､学生の採用数等が述べられており､訂4灸では6ヶ条に亘っ

て､学生の教科3擬が述べられており､細牡鏡の使用法から始まって､顎の病気､養蚕の合理的方t.t.=

まで習Jf等することになっていたのがわかる｡

また､教科目については､r凸学報J41の ｢所江要苧松茸｣の教育大軌 こよれば､

1.物理学大避

1.化学大意

1.拙物学大患

1.動物学大意

1.気象学大志

J.土壌.tB

l.桑税収増設'Jt親政実験
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1.器体生理

1.番体病理

1.璽件解剖講凍及実験

1.東児月背法誹我及実額

1.姓叙法計凍及実験

J.抑鼓鍵3集及実験

l.謀朝法計装及乗鞍

1.萌芽表法計鐘及実験

1.生糸等禿法耕我及実験

1.番出没㊥

とあり､17の教科目があったことが知られる｡

第5灸から罪7灸には､

1.広く帥0倍の瑚徽鏡を購入する｡控22をはかって､多ければ､多いほど良い｡また､一切の

1･まず､日本の蚕背図説を描訳し､秒が出来てから､広く印刷して樽柿すべきである｡

1.rI咽 の図学は久 しく庚されている｡外国で郁々の璽病を絵にしいるのに紡って､印刷し

て本とし､親近するのに賢とする｡外国の点もql要な図学は､それぞれ､学校､工切符で､

往々にして等門に絵申院を設立している｡現在経出も充分でないが､只､できるだけ変適させ

て､用紙を粥入し､洋法により､画を軌 ､､印刷を学び､わずかでも描き出すようにすべきで

ぁる｡⑬

とあり､第5灸では抑徽鏡や試弟の購入､耶6条では､日本の頚研図説の葡訳､郡7灸でIi､洋拭

の国学のせ故について述べられているい

8灸からIO条にかけては養蚕の問題について述べられている｡すなわち､

1･中国の寒頚には､まだ糸を吐かないうちに掛 ､でこははるものがあり､或いは､こはばって

いなくても垂てるべきものがある｡丑民には､生産Ztを欠lnして､破産する省が出る.これは

病気によるものが半分で､天気の漣寒､涙哩､炭火の適齢 こよるものが半分である｡今､外El

のような僻 を迫ることができないのなら､寒暑を表として甚碑とすべきである｡日-&のこの

Bは､佑段も100文以下である｡局で購入し､民問に話して､それぞれ購入させる｡

1･広く外国の召子紙を購入し､遠欄､記用の法をテストする｡

1･韻帖を与えて､学生が蚤子紋を造って光ることを准す｡また､茸子紙をみだりに造ることを

禁ずる｡もとより､各国の法律を実施する.中国は､各地方の爪形をよく調べる｡抱泥でき/)

いとしても･但､風気を大いに閑こうとしている.もし効別 鳩 れば､致家が同じく一掛 こ蚕

を掛 ､･桑を採る｡かつては出す糸も少しだっf=机 今Ii､多く出すことができる｡原価が安
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ければ､巷衣はいよいよ多くなり､人々は争って新しいものを胴入する｡⑩

とあり､垂の柄気､外国からの頚子紙の粥入､学生の遜子魁並による雀毒の発展が述べられてい

る｡

節目灸には､

1.7声望は､初めて創るので､房屋を佳遺 し､外国の依器も隣人し､捷兜を多く用いる｡七

の余は､nに分けて控22を出し､教El､学生を邦 1とし､まかない焚､人夫の拝金をその

次とし､その次は､訳称､劉甘､印+D､絵図の桁説であり､その次は､各国の香子紙と各集晶

を桝入することであり､瓜後に各郷､各掛 こ学生を派iBL､22用を拾付することである｡今､

捲Z!36,000両を掛 ､､開局に当ってまず6,㈱ 両を支山し､それ以後3年に亘って､毎年)0,00
両を支出する｡外国の蕃蚕草堂では､使m輔は､計らない｡中国は財政が大変なので､自ら;I)

をあわせて節約せざるを'f:qない｡公金をすこしでも無駄に与えて良心を失ってはならない｡学

望EPの計rlされた必･Wの援助で必要人nが節約できないものを除く､その余の一切の好

Zyli､恐ごろに節約する｡その印を揺ペる省は､自ら背理 し､すこしも労や怨みを避けるこ

とをしない｡ここにまず方法の大喝を開除する｡評弧串掛 ま､はL:まってから､随時決めて詳

報を山す｡①

とあり､常盤LM没のために輩する提出として36,000両が計上され､その内容としては､校舎､駄 L

救口､学生､峨Dのダ1月L TT臓 の発行､要子紙､非晶の粥入､学生の派iB出川に当てられていること

IXl的後輩掟を改めることなどが知られる｡

以上､｢曲学望輩は｣について考察したが､次に ｢猷江東乍蛇招考頚桜｣について見て行 く｡この

輩柁は､7灸よりなり､学生の邦雄について述べられている｡

耶 1灸には､

1.頚学爪の設皿は､ZE棚を倹丑 し､方法を判別して､垂子を作ることを第 1の望幾とする｡災

額が成功すれば､hltPで-&子紙を判成し､内地の車重家に版,,:･する｡その他､壷種や桑を生育

する方法もまた詳軌に研究する｡大旨は､頗先述の成法を耽り､中国の方法を参郵 こして､萎

柄を救う｡古瀬氏の本は巳に見学掛軸こ分刊されている｡⑳

とあり､式守h7の改正の意図が玉子紙を到芯し､良家に版).aL寒蚕の方法を研究することにあるこ

とが知られる｡

耶2灸には､

1.J6･蛇は､まず､杭州西湖の金沙掛 こ良合をiBて､器只を俳人し､三年間試井する｡蚊功すれ

ば､丙び取り扱いを拡大する｡⑩

とあり､咋湖の企沙掛 こ校舎をiJきて､器具を胴入しようとしていることが知られる｡

那3灸から､郡7条にかけては､学生の問題について述べている｡すなわち､

).人数を30名に定める｡革人､fi士､生El､ITL生与論L:ないで､家で､衣-Aiを世男としており.
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文掛 こ透徹して､年令が20才前後で､明敏､珊静な背は､受験を推す｡文字は良く出来ても､

容顎の成育法について矧調し､去田を定める｡近眼の人は､細微鰍 こは向かない｡

1.本蛇は､光帖2Ll年の御用はじめの日よりはじめて､2月10日に止めることを定める｡受族生

の奴が本館に赴いて､三代の年令､容貌､本特を研き込む､紳士にしっかり保証 してrfう｡

(省城外の郡は､肯自分で当地の紳士に研う｡しかし､必ずしも官吏となった人でなくとも､

貴革された声望ある者なら保証者になれる)2月11日を限って､一糾 こ杭州に来て､本蛇が期

を示して､試嬢をするのを待っ｡

1.在蛇の諮生は､必ず蛇中所定の課程規灸を遵守し､心を尽くして学習する｡別に詳細な条目

がある｡名前を告げて､来蛇して､面接を受ける｡3年内に､或いは館に留め､或いは姉掛 こ

韓iBさせる｡必ず蛇中の詞軌 こ従わなければなら11い｡妙手に辞退することはできない｡違反

者があれば保証人から庶出を退社する｡期が満ちて後､学生には､'得ることのできる利益があ

る｡蛋子紙の頬を製造販売する如きである｡本地がよく調べて､許可宙と印鑑を拾付して証拠

とする｡

1.学生は､月に投じて定例の休暇を4El与えられる｡これは､軍の作業がすでに始まっており､

日中には､El班､掛 こは硬班があり､休暇の時は､随時決める｡もし理由なく恥 こ来ない牧舎

や決められた休暇を遵うことをFFTう者は､日に按じて月田を差し引く｡船中に休暇を析う月F=l

表を列挙する｡すなわち､差し引いた所の経班は､勤瀦省の奨金となる｡この外疾揃でなくて

大政師ある省は､休暇を箭うことはできない｡均しく搬せて､別に条目内に定める｡

1.%･中､一問ごとに学生 2名を住まわせる｡一人ごとに一つのペットと机と二つの腰掛を

備えている｡この外､蛇への往来の旅班､布団､紐油など一切の用いなければならない物は

各自で自ら備える｡館中で各学生の金印を拾付する外は､月に投じて雑兜として洋銀三元を拾

する｡⑳

とあり､学生の定Dは30名､養蚕の成育法について鼓験をし､保証人が必要なfJl､在蛇生は所定の

課程規則を遵守すること､在学軌間は3年であること｡卒衣紋は墨子舷の版,TtlL:ができること､学生は

月にLIEl休みが与えられること､学生宿舎は､一部屋に二人入り､ペットなどが用意され､月三元の

雑王帥i支治されることなどが知られる｡

3.新江杭州軍学館の内容

番等蛇の内容については､r段学報J26の ｢新柄壷師｣に次のように見えている｡

杭州召学蛇は､現に日本の駐杭州領群速水岩により､代ってB学士を招解し､杭州東学蛇の教

習に至っている｡また通訳は､話を伝える仕とPをしている｡現に鉄板をして各生を入学させてい

る｡もうすこぶる卿 を習うのに栓明蛸 がおり､将来の成功は予想することができる｡⑳

とあり､El本から段学士が招粥され､学生も入学し､将来の成功が予想されていることが知らt1,
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る｡

蛋学蛇の成射 こついては､r段学報.lL10に

蚕柁蚊掛

杭州蚕学蛇は､開設以来､春蚕を試養し､江生金君が主任となっている｡昨年の当館の飼育の

成Elを示し､節埠すれば以下の如くである｡

瓜中で飼育 している軌 ま､イタリ-､フランス､E)本､中国の新日､琴化､鎗抗等の所である｡

各軌 土､背任いが､倣抗軌 ま徽栓子の苛を含むことが最も多い｡3月26日より蟻を収める｡日本

朝が舟も先に軒化した｡中国がこれに次いだ｡伊､仏は最後であった｡閏月の24E=こなって､31
がまぶしに上り始めた｡4月初 3El葡680斤を採る｡妃中の-aIPは､民間に較べて10日先である｡

各所の粥は､中国軌 ま､新白､劉 ヒが最も早く､余抗がこれを次いでいる｡日本称 ま､銀白小石

丸を改良した又昔が愚も早く､松白預金生純量がこれに次いでいる｡伊､仏の種ilま大きく厚い｡

中Elの朝より過ぎている｡相中では､任,diを逮んで種を射通している｡獲蚕の唖は､1.OW余鑑

を計え､民間であらかじめ来て､脚人を予約した省は､すでに弼 銀紙である｡⑳
+<

とあり､萎学蛇では､江生金を主任として､伊､仏､日本､中国の棚を飼育 しており､また春蚕の

揮1,000余紙を魁遺し､すでに500余紙が予約されていることが知られる｡

4.瀬江杭州軍学館の参加者

Bi学妃の軌 跡 こついて析江遊学鵬 などにより表示すれば別故の湿りである｡⑳

東学相中の脚 J 氏 名 rr n tr故 (又はそれに代る鞍格等

蛭 井 林 地 臣 鹿 児 島 杭州知肘故 習 ■ 末 長 前宮城艶色学校政治

柑 正 俳 伯 桐 漸 江 生 月大阪筆鵡

相 即出汁学生監甘 林 胎 4～lit +孫 サ 7汀 福 建栢 it広 東斬 江淑 江

また､帖 学制 26によれは､学生が82名いたことが知られる｡⑳もっとも献江杭州蚕学始まによれ

ば､35名である｡⑳

これから考えられることは､その山身地が判明しているBは､7名であり､新江3名､福祉2名､
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広菜 l名､日本 1名であり､漸江と福祉にかたよりが見られる｡また学生はほとんどが献江省の出身

であろう｡

また､官軌 ま､知肘 (4品)1名､生月 ･附生 (兼入流)4名､準備l名､日本人教諭 l名であり､

乗入流の生Dにかたよりが見られる｡

変法派内の派別としては､不明であるが､知府の文章などから推祭すれば中間より右であろう｡

5.瀬江杭州菜学館の士8

すでに見たように漸fE杭州璽学蛇は､中国の蚕桑が日々壊されて行くので､革汝の税務司康発達が

軍務粂陳を行い､それを受けて､杭州知府林地臣によって創設されたものであった｡

やがて､戊成政変になると､変法期に設立された多くの字宝が閉射されたが､毒草J創ま存校される

ことになった｡すなわち､光蛸25年3月に発行された r良学報｣65の ｢苛賠記即｣によれば､

杭州-a学蛇は､隅蛇以後､成功が頗る顕著であり､現に学生の捜罪証Elが日掛 こ増えたので､El本

の前払次雄君を副教習に添粥 しようとし､杭州の日本領gF官に代りに聴することを請うたということ

である｡⑳

とあり､いよいよ頚等館が盛んとなり､日本人教習を招粥しようとしていることが知られる｡

また､村EfI忠三価氏が将来 した光輔25年10月10日の気象枇測表と-&学蛇学生姓名表が班存していた

ことからも頚学伽 将 校 していたことが知られる｡⑳

以下､大rHt国細江杭州省蚕学蛇学生姓名表を徹せておく｡
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この表からまずわかることは､在学生は86名であり､年令の判明している者は33名であり､10代が

7名､20代が22名､3叶tが4名であるということである｡

また､その出身省は､当然の申ながら新江省にかたよりが見られ､61名が漸fE省出身で､そのうち

杭州肘出身者は､20名である｡

所tl省についで多いのは､福il!省の15名､江藤省4名､安社省の2名であり､ 1名見られるのは､

広東､湖南､四川､fE酉である｡

以上を適してZi学蛇の恵我として考えられることは､漸江杭州頚学妃の創設によって､杭州は勿論

のこと､新江省や福祉省､江蘇省の毒薬が盛んとなり､これら紡省の経済をうるおし､ひいては､rP

国の富掛 こ-定規皮の役割を果したのではないかということである｡

おわリに

最後に今まで述べた柳をまとめておく｡まず､その創設の経将を考えれば､その意図として中国の

蚕業を回復させ､利権を収めるため蚕学妃を創設し､新法を教授しようとしていたことが知られる｡

そのため､蛭22依朝モFの先行､教fl招術計面が11され､学生の興繁も意図されていた｡

っいで､悉学於の縦横としては､蚕学蛇輩樫が作られ､教f12人､学生は一科こ20名内外を入学さ

せ､Tt用としては､36.000千両を用意するなど､11条にわたる規nIJがつくられていた｡また､7灸に

わたる学生菊拙税別も作られた｡その内容としては､学生の定D､入学料格､学生生活､卒築後の仕

gTなどに触れられている｡

蚕等蛇の内容としては､載flを招粥し､学生達に義挙妃が､詔の棚を胡つけして民間に配分してい

る｡番学棺の参加者としては､捨井として杭州知府 (4品)林地臣やE)本人数日として林木長やその

他の峻Elが5人おり､学生は82人いたことが知られ､派別は中11'J派より右であろう｡

蚕学館の悪銭としては､噺tI:省の蚕学の発展に役立ったと考えられる｡その後の展望としては､出

学報､大柄Eg新tl杭州東学虎学生姓名卦 こよれは､光描25年になっても頚学蛇は､廃止されず､86名

の名前と気象蚊dIJが致されている｡以上からも軍学軌 ま､杭州や赫江､福iBなどの蚕業の発展に寄与

し､中国の富弓剣こ一定の役割を梁たしたと考えられる｡

第六師 中学的西学的教育の租轍

中国では､科挙のための準備の薬として､笥院などにおいて､ぼ学が亜要祝されて来たが､変法期

に入ると､甘院などもVTしい傾向を帯びるようになり､中学的なものに､酉学的なものを加えた教Iff

粗描が生れるようになった｡

今､それらの救If7拙擬をあげて見れば､学会としては､すでに学会の所で見たように､盟学会､味

経学会､佼煙学会､致Tf7学会､明i2学会など8以上があり､朝刊としては､Tl学報､芋茎としては､

湖南致用等宝などがある｡
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本筋では､その一例として､聖学会を取り上げる｡

節一項 圭担学 会

はじめに

変法遜軌 こおける学会の役割の叔後の研例として今回は､塑学会を取り上げる｡

史学会は､店学の学習とあわせて､ヨ-ロッバの近代科学も学ぼうとした､中学的西学的な学問的

学会の一つである｡

いま､そのあらましについて､まず聖学会の設正の忠既と目的､横能､参加者等を考案し､最'&に.

史学会の意嬢にも触れて見たい｡

1､里学会の投五

黄布部の ｢型学会序｣によれば､

･･-かつて､北京の士大夫が戦学研局を開き､人材がJAまった｡この軌 まそのまま皇帝の助か

れる所となり､出軌 ま悦ばれて､官局にして､大臣に管領させ､年に大金を出された｡これは盛

挙というべきである｡最近広西省の士大夫が､同じように尊さ証人であり学に志す仕印をしたノ＼

述､司燭光､王守亡､碓出先の余風をおこし､大いに図秒を陳列し､広く学会を捌き､孔門の)(

教を伝えることをこいねがっている｡･･････①

とあり､北京の戦学会に習って､広酉省の士大夫が図秒を陳列し学会を脱こうとしている梯子が知

られる｡

また､｢両卑広仁尊堂史学会操短｣によれば､

--･潔 ､明の偶者は､一字をrJtずる掛 こ､括大会で交わった｡今欧米もまたその通りである｡

金中に御幣の備えられないことはなく､･芯只のたくわえられないことはない｡だから僻地に住ん

でいたり､#れて住んでいても背蒲を購入し､新朋を見ることができ､それで蜘 し､士は､

才哲と学報を有し､教えはE)に日んとなり､国は聖教をふみ､勢いは盛んとなるC今本望がこの

会を創設するのは､大むね古えの学校の棚 11と各家坤門の法にならい､見聞を拡げ､風気を附き､

上は先型孔子の数えを拡め､中は国家有用の才を成し､下は一般民の息でせまい習tnを附いてLT.

亡の銘を失わないことを願っているということである｡②

とあり､両耳広仁尊堂に学会を開くことによって､見附を拡め､風気を聞き､国家有用の人材を川

出しようとしていることが知られる｡

ついで､知新朝苅18mの ｢塑学開会｣によれば､

拡西省で､戯近風気が大いに開けたのは､同省の大官､候揃人月､城中の士坤が､音んで馴 j

Lたことによるものであり､一切の善革が次第に興こされている｡現に大官が､控古や院に好学

時務の課を添設しており､また省中の広仁尊重には､並学会を的設した｡･･
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この金は､乱数を尊び中国を救うことを主旨としている｡-

3月7日を定めて､閑会し､接寮使以下府県の官吏､候補人月､城中の士紳が播会場に光って､

孔子を崇だし､鼓兼行礼した｡一時に盛んを昏め､中国第一の奨革である｡･･･-③

とあり､広西省の大官以下が光緒23年3月7Elに金を開いている梯子が伺われる｡

以上､塑学会の恵図､日的､設正場所､設立年代について述べたが､つぎに､機能について見て

行く｡

2､聖学会の織能

塑学会の使徒については､すでに王甜敏氏も箇条甘さにしてもられるが､今史料に沿ってまとめて

行く｡④

まず両Jl広⊂普豊艶学会提起附全章によれは第一に政子拝蛭が述べられている｡すなわち､

本尊宝は､壬長の年､灰子拝経の会を持I,'た｡-･･-それ､中国の車型学術の大道は､皆孔子か

ら出ており､すべて血気があり､親を苛はないことはない｡外国は自らその宗教を苛んで､そ()

教理に従って7EIi引こ1回礼拝を行っている｡-･

今よろしく大いにその規則 (庶子拝控の会)を復活し､庚子のETに適う矧 こ大会をすべきであ

る｡--

こうして聖教を細 孔 ､人心を正し､肋え山させよう｡⑤

とあり､段子の日に坪数し儒教を維持しようとしたことが知られる0

耶二に広くむ器を眺入することが述べられている｡すなわち､

･-･･･9盟のある所は､要衝であり､-3&り易く､広く図研を脚入 して金蛸するのに便利であ

る｡･-

今､中国の図研も合わせて購入するに当って､まず､経世有用の背を探し､西人の政等､各縄

の学問的な図研を的入し､考鍵を広め､研究に伯えたい｡

また､天球､地坪､望遠鏡､細魚汝､iN瓜学芸の新しい器flを購入し､掛 こ見せ､攻め､知講

を芯める助けとしたい｡⑥

とあり､図哲や器flのL一入を通して､知識の向上を考えている｡

第三に､価紙の刊補について

････.･任林は､僻滋の地であり､新聞社もflい｡どうして､耳目を脱いて識見を増すことがで去

ようか｡･･･-⑦

と述べられており､新附の発行の必要性が訴えられている｡これに対し､前述の r知新稚Jでは､

新unを発行した梯子が見えている｡すなわち､

･････また弛学会では､まず､新聞社を開くことを相談し､名づけて広亡報といい､2日に IF.l

出すことにし､店過払がこのために提起を掛 ､て､すでに昨臥 新朋に載せた｡⑧
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とあり､r広仁和Jを発行している梯子がわかる｡

第四に大猟鞄を設けることについて､

--･桂林の城姉では､丑しい家の者がはなはだ多い｡成人に達すると多くの英才がでるが､財

力がなくて師についたので､困って学IhEJをやめ辺を究めることができない｡そこで大猿払を設け､

掛 こ学者を招いて成人した士を育てたい｡学科は提学を本とし哉理､控済､詞章､欧米の各学問

に及ぶ｡Elに課程があり､月に考校があり､年に載別がある｡

--･馴 ･特出の士があれば面倒を見て舶 する｡･･････⑨

とあり､大鏡塾を設け､人材の育成を考えていることが知られる｡

節玉に三井学 (良工商学)をRElくことについて述べられている｡すなわち､

･--欧米の宙は､砲械軍兵を治めることにあるのではなく､土庄=商に軒めるのにある｡凸工

商の典は､みなlWりの甘千百種を有しており､小学訳本､幼学階梯､稲等学校､哲､科を分けて

数えている｡また債､金をもって格知の新字や､新-3を沸じ､良工商を英とする者に研究させ､

そのためEtエ商菜に従ゆする者は､肯､細物の理を知り､動益の法に通じ､万国万fiの源を掛 ､

ている｡

･--今､これらの哲を葡訳し､立学講来し､鮒 を朋こうとするものである｡⑩

とあり､以工商の学を行って民智を閑こうとしている様子が伺われる｡

瓜後に今までの5つの印を総括して､

右五条は､まず蛙林で始める｡本尊笠は､広州､栢州に分局をもって､次々に仕ZJFを行い､ff

金の多い少いを見て､次掛 こ各何州県に拡げて行く｡

誹盟を創り､孔教を伝え､学校を放てて､人材を-ff成し､巡回して土地､風俗､鉱務をしらペ､

饗丑院を掛 ナ､乞食を収容し､工芸を教える研などは､fl金の多い所を見て､そこで行うべきで

ぁり､仁人志士が力を合わせてこれをしてくれるように軌 ｡①

とあり､各地に学会を広め､学校を祉て､着古院を設け､敬漢を身につけさせようとしていたこと

がわかる｡

っぎに広亡尊重型学会牽掛 こより､さらに型学会の概能を見て行く｡なお同車手引よ､18灸より成っ

ている｡

まず第 1条から第3灸までは来会者について述べられている｡すなわち､来会者は姓名田里を音笠

に郵便で知らせることになっており､来会者は､各位学IRを論ぜず､お互いに瑚硬琢磨することが述

べられている｡また-1Cる人達の声気力哨 戒ずることも求められている｡⑳

耶4灸から郡5条にかけては､研究内答について述べられているが､それによれば､孔子の経学を

本として､中国史学からはじまって歴代制皮､各磯考拠､各項詞牽､各省政俗の利弊､万国史学､万

国公法､万国pd例 ､万国政教の理法､古今万国語言文字､天文､比取､光声､物理､性理､生物､地

質､医遜､金石､動佑物､気力､治術､師範､測温､U画､文字､波節､良凍､牧畜､商務､機械刊
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造､汽船や鉄血の祉設と宮薬､昭粉や屯気器具の封造､初学､棚王や陛三拝の学にまで及んでいる｡ま

た､学問上のm Jなども許している｡⑬

第6灸から耶9灸までは､桐肋金の坪などが述べられており､来会者は瓜低2両以上の的助金が要

求されている｡また的肋金を多く出した者にはその軌 こより､一定の軌間を決めて報を送ることにし

ており､その帳浦の審理も述べられている｡⑭

その具体的な例としては､放有為目指年譜に

･･小店背中､年寄階と讃して塑学会を開いた｡史帝之は沓後局の万金を出し､遊子袋布教蝕は

千金を桐じた｡･--⑬

とある｡

第10集から郡13灸にかけては､役員について述べられており､役Elとしては､捻理､債理､金井､

坐井､亜群､商雅瀬司蝦が正かれていたことが知られる｡⑩

苅14灸から節17灸にかけては､撞理や給料の印が述べられている｡すなわち､第14条では､fE金が

多くなったら頂金し利息を柑ることを考えている｡また那15条では､給料のgTについて触れられてお

り､経理､伍理､並IJFは､掛 こよって､聖学会を始めたのだから､給料をh"わず､実戦坦当省として

仙った人達の給料を考えている｡第16灸では､出用の倹約を求めており､第17灸では､帳簿の妃帳に

っいて述べている｡⑰

瓜後に那18灸では釆投の改正などについて述べられており､瓜初に耶l胴牽程を作り､ついで詳細王宝

程を作ろうとしていたことなどが知られる｡⑬

以上､会費､頚程などにより､型学会の機能を明らかにしたが､つぎに､参加者について明らかに

して行く｡

3､史学会の参加者

まず､史料により参加者表を作成する｡
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盟学会の畢加者でその名が判明しているものは､店戴撚､卑称虚､蛾有為､蕪布部､向万樺､史念

tEI､遜智脱であり､その他にこれらの人達に指導されて参加した多くの官榊があると思われる｡

ちなみにAW,L掛 ま､近代名人小伝によれば､捷杯の人であり､並士に合格して吏帝王gTとなり､韻

之渦の推称 こよって､台雨の巡加になった人である｡⑩単相 は､この頃候補知府であり､後に過臥

揺臥 大臣になった人である｡⑳

史念軌 岬 功によって官につき鋤 となった.⑳齢智閑は､成丑元年の革人であり､すでに紬 ､

総称を歴任している｡⑳

これらの参加者の階層構成を見れば､剃 k(2品)2名､布政使 (2品)l名､按寮便 (従2品)

1名､iWl(4品)1名､候補知府 (4品)1名､工帝王ZP(6品)1名であり､広西省の上層瓢 こ

よって構成されていることがわかる｡

また､派別としては､蟻安系と広西省の大官と坤沖からなっており､中間派より右であったのでは

ないかと思われる｡

つぎに出身地は､広西2名､広yfl名､江蔽1名､湖南 l名､不明2名であり､広西の土竹の人が

多くなっている｡

4､史学会の意も

すでに見たように､史学会は､広西省の風気を開くものであり､その意図は､孔教をもって中国を

救うことにあるといわれているが実体としては､中学と西学を合わせ学ぶ､中学的西学的学棚 勺学会

であり､広-B省の近代化に一定の役割を巣したと考えられ､ここに塾学会の意猟があると考えられる｡

また､参加者が､広酉巡撫以下の官吏と坤榊が主であったことから､その性格は､半官半民の形を

取っていた.この点は､湖南省にこのあと役立された繭学会と似ている｡

おわリに

放牧に､いままで述べて来たことをまとめれば､塑学会は､広西省の近代化のために､光措24年3

月に広西省捷林の広亡尊堂に設立され･各府州 詩に分局を拡大して行くことが意図されていた｡

そのtl能としては､儒教を維持し･図研や器只を牧人し､耶 俺 発行し､簸塾や､良工商のための

学校の設立による人材の育成をはかった.そのため､中学fLらぴに西学を講壊したのであった｡

また輩程には､来会者､桐肋金､役良､経理の碑などが明らかにされている｡

出学会の垂加者は､広酉省の巡姓以下の官吏と拝辞から1+･っており､半官半民に近い形を取ってい

た｡

出学会の意我としては､中学的西学的学ruJ的学会であり､広西省の近代化に一定の役割を架したと

考えられる｡
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第 7節 ま と め

罪二軌 こおいては､教育 ･学問的租税としての学会､報蛇､学重について述べた｡

苅一筋においては､全体的な概椴を行い､耶二姉においては､西学の受容と過して､変法期の学会

としては､斬殺会を取り上げ､報蛇としては､r良学報J､r機敏新報Jを､学盟としては､湖南時初

学盟､京師大学堂を取り上げた｡今､そのあらましをまとめて正く｡

郡一切は､務Q金を耽り上げた｡載良会は､光柑22年 (1896*)に上鰍 こ創設されたものであり､

その意図は､西欧風の近代的B巽法を中国に導入し､中国を富強の国にしようとするものであった｡

機能としては､良学習等の軒訳､r捌 Jの発行､外人教師の招粥をiZlして中国の知識人連に近代

的B学を教えようとするものであった｡そのため凸只等のJ#入､動細物の肺 ､栽培方法の研究､軍

機試Ia堀､封栃､酒造エJA､点字室の設立､博覧会の開設等を考えていた｡

務B金の拳加者は､中下故の官瓜愚であり､出身地は､tl蘇省にかたよりが見られた｡

許二項は r丘学報Jlを耽り上げた｡r丘学報Jは､近代的なB英､鼓桑､畜牧を開発するため､lJ9

7年4月に上海､新馬路の梅福里で発行された｡

戯机月2回発行されたが､光描25年から旬刊になった｡

iFT:fJの兜用は､4､5千元にとどめ､寄附都 こは r良学報Jを無料で送り､本代は､川【目角5分､

年rLuには3元であった｡

r良学報.Jの参加者としては､羅坂玉､梨啓超､韻書､圧排年等､36名の名前が判明しており､出

身地は､群江､tl軒にかたよりが見られ､官位では､東胡 (正6品)を政商として附生､知県､兼入

流石にかたよりが見られた｡

変法派内の派別としては､中間派から右よりになる｡

rB学制 の戊成政資までの45冊の内容としては､項目として､秦摺､本会印状､東報があり､主

なものとしては､日本茶､米国梯花､インド･セイロン茶の良盛､英国良機器の輪出､日本の稲の嘗

虫､中国､インド･セイロン茶の垢出入の比較がある｡

rBl学報｣の忠我としては､近代的11､白菜､-&桑､茶､家畜の開発､虫のTLSJ題の解決にあずかっ

て力があり､これらの変法固執 こ呼応して地方社会を啓発するものであった同鰍 ま､政変後もq咽 の

QlXの近代化に影響を与えたと考えられる｡

那三項の r格致Vr報Jは､1898年3月､上海の刑 ヒ門外天主堂街29号の格致新報蛇で節 1号がLM･rlJ

された｡

同鰍 土､人材蕃成のための学問報として､その発行が意図されたのであった｡同鰍 i､通年で4元､

川U､ 1TIJ3分であり､有益な潜物を徹せ､学会を作り､実験をしようとしていたことが知られる｡

また販fn所は､65ヶ所あった｡
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内容としては､論文が36載せられており､翻訳された主な外国誌は､13以上ある｡内容を取り上げ

た論文は ｢動物学｣､｢論水｣､｢論金木土｣である｡

同報の参加者は､IB!処人が45名､寄稿者が17名おり､出身地としては､江軒省にかたよりが見られ､

一品を政商とする官股､キリスト教関係者にかたよりが見られた｡

忠丑としては､同報が妃申と実額を通して､中国人に科学的基礎知識を教育する先礎的な役割を盟

している｡

第四項では､時機学童について考案した｡時務学笠は､光緒23年 (1897年)湖南省に設立されたも

のであり､中学を点本に洋学を学はせ､京師大学望等で､研究させたり､官吏にし､民智を広めるた

めのものであった｡

機能としては､健学年限は5年であり､学科目1i中学と西学であり､上放生になるとgP即こ分け1..｡

また､放映の方法､学習方法も考えられていた｡学登内では民権論が唱えられていた｡

参加者としては､教Llと学生がいるカへ 中下奴の官僚と兼入流が多い｡派別は､関学申詞者は､右

派､学望指中老は､中間派と左派､学生達は､左派であった｡その恵薮は､湖南省に､近代的民楢的

な数百で官吏を養成しようとしたところにあり､一期生には国恥 こ殉じている者が多い｡

第五Viでは､京師大学生を取り上げた｡ます､京師大学生のLlTJ立は､光純24年 (1897年)､北京で

あった｡この学生は､国子監の制度､窄脱 ､同文化を継承発展させたものであり､孫家肌が､哲学人

距､W･A･P･マーティンが総教習となった｡

その意図は､各省を捷轄し､世界からよく8t)がれる学韮となり､人材を饗成するためであった｡つ

いで機能についてJ5-媒したが､捜英内容としては､背遜学と外国H,;と矧 ILJ科目があり､学生は廿滋m

擬を終ってから】馴I'J課程に入った｡附属施設としては､図や蛇､博物蛇､小学重､祉築学望､医学l講

等があった｡控班としては､開設22用35万両､年間経常班としては18万両が計上された｡

ついでその組轍について考案したが､教官は41名､rJf坊官41名計82名であった｡教官は､中国人で

欧米の印に遜L:ている者を採用し揺故習が放任を持った｡学生は､大官の子弟と中学生卒IXE生の2碗

類があった｡学生定Bは500名であったが､成Gf取に手当金に登をつけて支給した｡

ついでその忠孝について考案したが､国家がその革英生を官吏に揺用したり､海外に連字させたり､

教習の効果をあげている者を任遇しているので､京師大学豊に期待していたことが知られる｡

瓜後にその後の展望をしたが､京師大学重が開始されるのは､光挿32年 (1906年)であり､時代の

変遷の皮ごとにそのあり方が注目されている｡

郡三節では中国女学堂を取り上げた｡

女学玉の設掛ま1898年6月であり､その意図は､儒教を遵守する女子教育を行い､富国哉兵頂の一

環としようとしていることが知られる｡

ついで､女学玉の機能としては､故習など主なものは女性を用い､男子は堂内に入れないことになっ

ていた｡また､学生は戯初定L140名であり､年令としては､8才以上15才までであり､蕪足をしない
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良家の子女を年令に応じた学力により入学させようとしていたことが知られる｡

救科内答としては､識字､文法､啓蒙巧と史学､芸術､治法､牲理等の専門郡を読ませていたこと

が知られる｡

専門の学科としては､井学､医学､法学の3学科と師範科の4つが疋かれた｡また婦人に必要な妨

積､絵画等も教授された｡

学笠は､上海の柄桂空屋に設けられたので寄宿舎が叩dされ､俵蝿が伸われ､学22は毎月､銀 J元

であった｡

卒業生には､革讃証令を与え､女権を自覚させ､医者､法紳家､救Dや､良妻賢母の育成を恵良し

た｡

つぎに参加者について見て行けば､参加者としては､滋月以下の頗安派の中下級の官段と桐官の経

元首をFP必とする上海商人眉が多く､故実系の広瀬と援元尊等が出た新江にかたよりが見られた｡

寄附者について見て行けは､寄附者は女性であり､その完全な氏名も妓されていないが､関係省の

宮城を見れば､iBfl､知県､瀬林院編修の中下級官鰍 こかたよりが見られ､この中には政粟系と上tr6

両人用が見られる｡また出身地は､女学豊の設立された､江紫と上海商人層の出身地所tl､放冥系の

広兼にかたよりが見られ､参加者と同じ傾向が見られる｡

最後に女学盟の忠親としては､女性の権利を日光させ､医師､法印家､教師､良12･賢母のJff成を恐

図した所にあり､限外としては､侶掛 こしぼられていた｡

以上が女学望のあらましであるが､戊成政変により､女学笠が伐か2年足らずで閉鎖の己むなきに

至ったとしでも､その存在忠魂は決して小さくないといわなければならないだろう｡

郡四肺では､耶一項で崇学公金を取り上げた｡蛍学公会は､光緒23年 (1897年)､教育者養成を目

的に上掛 こ設立された､西学的な学会であった｡

横能としては､-ni会､r繋学報｣や図四の発行､学校設立による人材育成が考えられていた｡参Ll)

省としては､中下級の官僚が多く､出身地としては漸江にかたよりがあった｡学会の忠孝としてし､

戟-ff着衣成による人材の育成が考えられる｡

ついで､苅二項の r崇学報Jについてまとめて行けは､r蛍学報Jは､蛍学公金の棲関誌であYJ､

その先行の意図は､幼児 ･児立の教育にあたる教師と母淡の啓軌 こあった｡そのため名称もr崇学軸

とされた｡また発行年月は､光緒23年 (1897)の11月頃であり､先行場所は､上海三馬格望平折口朝

宗坊の蛍学報蛇であった｡

r学学報Jの耕澱は､発起人 ･執筆者 ･会友本館井中人 ･販売代理人 ･寄附者が居り､販売取次所

は､26の地J&5LIヶ所あった｡経済的には､報の売り上げや寄附に依存していたらしい｡

内容としては､5故から8故用の上端と9歳から13歳用の下JSiに分れていたが､いずれも､文学 ･

数学 ･理科 ･歴史 ･地理 ･絵画などに槻するものがlGせられ､また西欧風の教授法､学校A論も述べ',

れており､内容は平易になるよう努力されていた｡報末には付録がつけられていた｡
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参加者は､延31人であり､その出身地は､tl蘇､漸江､安散にかたよりが見られ､その官鞍は､革

人 ･生Ll･付生等､兼入流の人達が多かった｡

r蛍学報.Jの忠我としては､それまでの中国には見られなかった､揺合的･近代的な教育の雑誌で

あり､変法連動のみならず､中国の近代の載pqにも啓裂的な役割を果したと考えられる｡

那五節では､新江杭州頚学蛇を取り上げた｡

漸tl杭州垂学館は光描24年3月に開設されたが､その創設の経粋を考えれば､その意図として中国

の璽糞を回改させ､利権を収めるため室学Jeを創設し､新法を教授しようとしていたことが知られる｡

そのため､握力依頼番の発行､教月招術計酉がなされ､学重の興集も意図されていた｡

ついで､頚学蛇の親鞍としては､毒草妃牽程が作られ､救82人､学生は一年に20名内外を入学さ

せ､升用としては､36,000千両を用意するなど､11灸にわたる規則がつくられていた｡また､7灸に

わたる学生芽史税別も作られた｡その内容としては､学生の定El､入学fZ格､学生生活､革渠後の仕

称などに触れられている｡

召学蛇の内容としては､教月を招粥し､学生連に軍学蛇が､頚の嶺を磯っけして民周に配分してい

る｡璽学蛇の参加者としては､揺弁として杭州知肘 (4品)林地臣や日本人数日として♯末長やその

他の峨月が5人おり､学生は82人いたことが知られ､派別は中間派より右であろう｡

顎学htの忠我としては､斬江省の蚕学の発展に役立ったと考えられる｡その後の展望としては､良

学報､大治国漸fI:杭州蚕学蛇学生姓名表によれば､光柑25年になっても蚕学館は､廃止されず､86名

の名前と気象拙池が鼓されている｡以上からも要撃蛇は､杭州や新江､福祉などの室井の発展に寄与

し､中国の宙報に一定の役割を果たしたと考えられる｡

苅六師では!担学会を取り上げた｡

型学会は､広西省の近代化のために､光描24年3月に広西省牲林の広仁尊重に設立され､各桁州県

に分局を拡大して行くことが意図されていた｡

その機能としては､儒教を維持し､図苛や器具を購入し､報刊を発行し､衷塾や､農工商のための

学校の設立による人材の育成をはかった｡そのため､中学ならびに西学を計装したのであった｡

また費掛 こは､来会者､桐助金､役月､経理のgFなどか明らかにされている｡

艶学会の垂加掛 土､広西省の過払以下の官史と榊 からなっており､半官半民に近い形を取ってい

た｡

塑学会の濃集としては､中学的西学的学会であり､広酉省の近代化に一定の役割を巣したと考えら

れる｡
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